
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇基礎・基本の定着に向けた「わかる授
業」の実践
〇生徒が主役の学びになる授業づくり

○「授業がわかる」「わかりやすい授業
に努めている」という生徒・教師の肯定
的評価80%以上
〇全国学力学習状況調査において、正
答率の上昇

・授業改善に向けた校内研修の充実や
学習用端末の効果的な活用を行い、指
導の工夫を図る
・「すべての生徒が主体的に学びに向か
う授業づくりの工夫」という研究主題のも
と「学び合い」を取り入れた授業実践を
行う

・ ・ ・

・研究主任
・学力向上
　コーディネーター

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○「命を大切にする心や思いやりの心を
育てようとしている」「思いやりのある行
動ができた」について、肯定的評価をし
た生徒を８０％以上

・人権・同和教育の視点に基づいた授業
実践を行う
・フリー参観デーにおいてふれあい道徳
を実践し、保護者とともに道徳教育の充
実を図る

・ ・ ・

・道徳教育推進教師

・各学年教育相談担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「学校は、いじめなどのない楽しい学
校を作ろうとしている」という肯定的評価
を、生徒･保護者ともに80％以上

・生徒のつぶやきや些細な変化を見逃さ
ず、気になる言動はその場で指導をす
る
・毎月、生活アンケートを実施し、生徒の
実態を把握し、いじめ等の未然防止に
努める

・ ・ ・

・生徒指導主事

・各学年生徒指導担当

●◎生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした生徒80％以
上
●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
○「ほめるからはじめる、はじまる」を意
識して教育活動を行っていると肯定的に
回答する職員の割合90％以上

・1年時地域人材を活用した講演会「働く
人に学ぶ」や2年時「立志式」、3年生時
「高校説明会」などの実施
・「ほめるからはじめる、はじまる」の職
員への周知徹底及び実践
・朝の会や帰りの会、授業や学校行事
等においてほめる場の設定と賞賛の声
掛けの工夫

・ ・ ・

・特別活動主任
・学年主任

○生徒・職員がwell-beingを実感できる
教育活動

〇「思いやりのある言動ができた」「チャ
レンジする回数が増えた」と回答する生
徒の割合が90％以上

・企画委員会や教務主任、学年主任な
どへの指導・助言によって取り組みの具
体化を図る

・ ・ ・

・特別活動主任
・生徒会担当

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●命に係わるような生徒の交通事故・生
活事故を０（ゼロ）にする
〇年１回以上の交通安全教室及び定期
的な自転車ルール徹底の啓発

・交通事故未然防止のため、新入生及
び全校オリエンテーションにおいて、自
転車ルールや危険箇所の周知・徹底
・学期初めの教職員の輪番制による交
通安全指導
・登下校時、特に自転車の安全に関する
交通指導や自転車点検を、関係機関や
PTAと連携して継続的に行う

・ ・ ・

・防災教育担当
・交通安全教育担当

○部活動の充実 ○「部活動は充実した活動になってい
る」について、生徒・保護者の肯定的評
価80%以上

・「部活動活動規定」に沿った活動を行う
・適切な指導を行いながら生徒の自主
性を育成し、体力の向上を図る
・保護者の部活動に対する理解と協力
が得られるよう、丁寧な説明や対応を心
がける

・ ・ ・

・部活動担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・ICTの積極的活用による業務の効率化
・長期休業中や午前中授業日の午後に
おける年休取得推進

・ ・ ・

・教頭
・ICT推進リーダー

○「働き方改革」の意識向上と実践 ○月間平均時間外勤務時間数が前年
度10％縮減
〇「働きがいのある職場環境」と肯定的
に回答する教師の割合90％以上

・部活動休養日及び定時退勤日の実施
・部活動方針の見直し（下校j時間の見
直し及び複数顧問制の活用）

・ ・ ・

・教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する支援体制の充
実

○校内特別支援教育委員会と外部機関
から講師を招聘し年１回以上の講習会
実施
〇支援を必要とする生徒との関わり方
が変化した職員の肯定的評価80%以上

・特別支援教育に関する校内研修会を
実施する
・定期的に特別支援教育委員会を開催
する
・巡回相談やその他専門機関と連携す
る

・ ・ ・

・特別支援教育
　コーディネーター

・特別支援学級担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○不登校生徒への支援体
制の充実

○不登校生徒への個に応じた支援体制
の充実

○「相談にきちんと応じてくれる」につい
て生徒の肯定的評価90％以上

・不登校対策に関する校内研修を実施
する
・定期的な教育相談アンケートやQUテ
スト等を活用する
・SC、SSW、別室対応支援員、サポート
相談員等と連携し、当該生徒や家庭へ
適切な働きかけをする

・ ・ ・

・教育相談担当

・各学年教育相談担当

〇開かれた学校づくり

〇家庭や地域との連携、小中連携の取
り組み

〇本校教育活動に対する保護者の肯定
的意見の割合85％以上

・学校ホームページや便りを活用したタ
イムリーな情報発信
・地域のボランティア活動への啓発

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上に向けては「学び合い」の授業を全教科で取り入れ、引き続き共通理解・共通実践に努める。その上で、確かな学力の定着につながる授業改善やICTの活用を効果的に行いながら、「授業がわかる」生徒を増加させ、正答率をあげていきたい

・「安全に関する資質・能力の育成」については、学校の課題をきちんと分析して再検討し、具体的な対策を講じていきたい

２　学校教育目標
「夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成」

〈校訓〉『大和協力』（やる気（チャレンジ）・まごころ（思いやり）・ともに響き合い高め合う（認め合う））

３　本年度の重点目標

・心の教育・人権教育の推進

・基礎学力の育成

・不登校および特別支援教育の推進

・業務改善・教職員の働き方改革の推進

・開かれた学校づくり

学校名 佐賀市立大和中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


